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【266】

論 文 の 内 容 の 要 旨

（目的）

　聴覚障害者は左右耳の聴力レベル（きこえ）が異なることなどから，音源定位に困難を有している。その

ため，彼らが音源定位を行う際，不足する音響情報を補うために，頭部を動かし音源と耳との位置関係を変

化させることで，音源定位に有効な付加的音響情報を獲得すること，また音源に関する視覚情報から音源を

推測する手がかりを得ることなどが有効と考えられる。このような音源定位の向上をもたらす方略について

検討した研究は，健聴者を対象としたものが散見されるが，聴覚障害者を対象として実験的な検討をおこなっ

た研究は殆ど無いといえる。さらに，聴覚障害者において，周波数毎の閾値や聴力損失の時期の違いによる

きこえの状態の違い，音源定位における頭部運動や視覚情報の影響について詳細に検討した研究は皆無とい

える。以上より，本研究では，聴覚障害者における音源定位において，頭部の運動による音源探索行動（頭

部運動）や視覚情報など，聴覚情報以外の情報をどのように活用しているのかを明らかにすることを目的と

した。

（対象と方法）

　聴覚障害者は左右耳のきこえが全く同じ状態であることは稀である。多くは補聴器を片耳のみに装用して

いる者や，両耳補聴であったとしても左右のきこえ方が異なるなどの理由により，片耳を主に使用している

者が多い。以上のことから，頭部運動と視覚情報が音源定位に与える影響の基礎的検討として，健聴者を対

象とし，耳栓を装用させて人工的片側難聴を設定した群（片耳聴群），耳栓を装用しない群（両耳聴群）と

の間で比較を行った。次に，片側難聴者を対象として同様の検討を行い，上記の片耳聴群との比較検討をお

こなった。最後に，両側難聴者（片耳補聴者・両耳補聴者）についても同様の検討を行った。

（結果）

　健聴者における片耳聴下では両耳聴下に比べ，頭部運動および視覚情報を呈示することで音源定位精度が

向上した。また，視覚情報は音源方向の推測に役立ち，頭部運動はより細かく方向を決定するのに役立つと

考えられた。また，視覚情報を呈示することで，頭部運動が効率的に行えるようになった。片側難聴者にお

いても，同様に頭部運動および視覚情報による効果がみとめられた。また，片側難聴者は片耳聴群に比べ，
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頭部静止条件下での音源定位精度が高いことが示された。さらに片側難聴者では，頭部運動や視覚情報の活

用の仕方が個々人によって異なっていただけでなく，失聴時期の違いによっても結果に差がみとめられた。

両側難聴者については，片耳補聴者と両耳補聴者では音源定位に個人差がみとめられるものの，頭部運動や

視覚情報が概ね有効に作用していた。また，装用している補聴器の種類によっても効果に違いがみとめられ

た。

（考察）

　音源定位において，頭部運動のみで効果がみとめられるのは，片側難聴者や片耳補聴者のうち良耳の聴能

が良好なケースや両耳補聴者など音響情報の活用が比較的良好な場合であり，音圧変化やスペクトラル・

キューなど音響情報の処理能力が関係すると考えられた。視覚情報の呈示は，単独よりも頭部運動と併用し

た場合に有効であると考えられた。視覚情報を呈示した場合，頭部運動の運動量が減少していることが複数

の対象者において観察され，効率的に音響情報を獲得するために役立っていると考えられた。一方で視覚情

報呈示により運動量が増加するタイプも存在し，視覚情報呈示と頭部運動が相互的に影響を及ぼすことが示

唆された。また，必ずしも運動量が多ければ非効率的というわけではなく，各個人が自身にとって最も適切

な方略を獲得することが重要と考えられた。以上の結果から，音源定位において，音響情報が不足する場合

には，頭部運動によって音源定位に有効な付加的音響情報を獲得し，それでも手がかりが不足する場合には

視覚情報による推測によって補うであろうことが推察された。また，片側難聴者の方が片耳聴群よりも音源

定位の精度が高いという結果が得られたことから，片耳でのきこえの経験がスペクトラル・キューの活用能

力を向上させ，音源定位の精度が高くなることが示唆された。すなわち，経験あるいはトレーニングにより

音源定位の能力が向上する可能性が示唆されたといえる。

審 査 の 結 果 の 要 旨

　本論文では，非言語音の音源定位について，原則として左右の聴力に差がある場合を対象とした研究であ

る。音源定位と不可分である情報内容の処理そのものの問題や，難聴者では，良耳を音源方向に向ける（い

わゆる「耳を傾ける」）動作も考慮すべきである。また，頭部の運動とともに眼球運動の成分も考慮される

べきであろう。しかし音源定位のメカニズムという，健聴者においても未解決な問題が残されている分野で，

片側難聴者，両側難聴者を被験者とし，新しい知見を加えた本論文は，博士論文として十分評価できる。

　よって，著者は博士（心身障害学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。


